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このたびはサンスイ製品をお買い求めいただきまして誠にありがとうございます.

ご使用の前に必ず 「取汲説明書」をよくお読みの上,正しくお使いください.

お読みになったあとは,保証書,サービスネットワークと一緒にいつでも見られる所に

必ず保存してください.



女 王 上 の ヒ 注 思 (このページは必すお読みください)

絵表示について

この取汲説明書および製品への表示では,製品を安全に正しくお使いいただき,あなたや他の人々への危害や

財産への損害を未然に防止するために,いろいろな絵表示をしています.その表示と意味は次のようになって

います,内容をよく理解してから本文をお読みください.

zi\#!±: この表示を無視して,誤った取り扱いをすると,人が死亡または重傷を負う可能性が目 口  想定される内容を示しています.

,づト、:l 意 この表示を無視じて,誤った取り汲いをすると,人が傷害を負う可能性が想定されるI 内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています.

絵表示の例

ziエ △記号は注意(危険・警告を念お)を促す内容があることを告げるものです.図の中に具体的な注意内容が描かれています.

() Q記号は禁止の行為であることを告げるものです.図の中や近傍に具体的な禁止内容が描かれています,

C ●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです.図の中に具体的な指示内容が描かれています.

z1卜丈冨 ロ

* 電源コードを傷つけたり,破損したり,加工したりしないでください.また重いものを

のぜたり,加熱したり,引張ったりすると電源コードが破損し,火災,感電の原因となります.zi\
電源コードが傷んだら (芯線の露出,断線など)販売店に交換をご依頼ください.

* 本機の放熱口などから内部に金属類や燃えやすいものなとを差し込んだり,落とし込んだり

しないでください.火災,感電の原因となります.特にお子様のいる家庭ではご注意ください.C万一,本機の内部に異物が入った揚合は,まず本体の電源スイッチを切り,差し込みブラグを

コンセントから抜いて販売店にご連絡ください.そのまま使用すると火災,感電の原因となります.

* 万一,煙が出ている,変なにおいがする,異常な音がするなとの異常状態のまま使用すると火災,

感電の原因となります.すぐに.本体の電源を切り,必ず差し込みブラグをコンセントから 電源ブラグを
コンセントから

抜いてください.煙が出なくなるのを確認してから販売店にご連絡ください. 抜くこと

* 本機に水が入ったりしないよう,また,ぬらさないようにご注意ください,万一,内部に

水などが入った揚含は,まず本体の電源スイッチを切り,差し込みブラグをコンセントから ⑧
抜いて販売店にご連絡ください.そのまま使用すると火災,感電の原因となります.

* 表示された電源電圧 (交流100V)以外の電圧で使用しないでください.火災,感電の原因と

⑧なります,

* 本機を使用できるのは日本国内のみです.船舶なとの直流(DC)電源には接続しないでください.

火災の原因となります,

* 本機の改造,分解は絶対にしないでください.火災,感電の原因になります,

内部の点検,整備,修理は販売店,または当社サービス窓口にご依頼ください. 分解禁止⑧
⑧

* 本機の上に花びん,植木鉢,コッフ,化粧品,薬品,水なとの入った容器を

置かないでください.こぼれたり,中1こ入った場呂,火災,感電の原因になります.

水場ての使用早止 ○
* 風呂,シャワー室では使用しないでください.火災,感電の原因になります.
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安全 上の ご注意 (このページは必ずお読みください)

,坐、警告
* 真空管アンブの内部は高電圧のDC (直流)電源で動作しています.

2全、この高電圧は大変危険なものです.絶対1こお客様ご自身の手でケースを開けたり,

分解や調整なとはしないでください.火災,感電の原因となります.

また,ケースを開けたままの状態でアンブを動作さぜないでください.

火災,感電の原因となります.

,全、注意
* お手入れの際は,安全のため差し込みブラグをコンセントから抜いて行なってください.

C* 旅行なとで長期間,本機をご使用1こならないときは,安全のため必ず差レ込みブラグを

コンセントから抜いてください. 電源フラグを

* 本機を移動さぜる揚合は,電源スイッチを切り,必ず差し込みブラグをコンセントから抜き, 抜くこと

機器間の接続コードなと外部の接続コードを外してから行なってください.火災,感電の原因と

なることがあります.

* 濡れた手で差し込みブラグを抜き差ししないでください.感電の原因となることがあります. ⑧濡れた手でさわらない

* 次のような揚所には置かないでください.故障,火災,感電の原因となることがあります,

⑧暖屍器具なとの発熱物の近く.窓際なと直射日光や雨の当たる場所.

風通しが悪く湿気やほこりの多い揚所.振動や傾斜のある不安定な場所.

* 本機の通風孔をふさがないでください.通風口をふさぐと内部に熱がこもり,火災の原因と

なることがあります.本機には内部の温度上昇を防ぐため,ケースの上部や底部なとに通風孔が

あけてあります.次のような使いかたはしないでください.

本機を仰向けや横倒し,逆さまにする.

本機を押し入れ,本箱なと風通しの悪い狭い揚所に押し込む,

本機にテーブルクロスをかけたり, じゆうたん,布団の上において使用する.

* 差し込みブラグを抜くときは,電源コードを引張らないでください.コードが傷つき火災,感電 0

の原因となることがあります.必ずブラグを持って抜いてください.

* 電源ブラグは,刃および刃の取り付け面にほこりが付看している揚台はよく拭いてください. 0

火災の原因になります.

,全、
* 電源を入れる前にはアンブの音量 (ボリュームツマミ)を最小にしてください.

突然大きな音がでて聴力障害なとの原因となることがあります.

ご注意
* 音量は時や場所に応じて適度な大きさに調整してください.特に,静かな夜間は小さな音でも

通りやすいものです.夜間の音楽観賞には気を配りましょう.

あなたが放送やCD,テーブ,またはビデオディスクや市販のソフトテーブから録音や録画したものは,

個人として楽しむほかは,著作権法上,権利者に無断で使用することはできません.
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真空管アンプ使用上のご注意

初めて真空管アンブをご使用になる方のために真空管アンブの持つ特性と注意点をご説明します,

*真空管は,電源スイッチを入れた直後,瞬間的に内部のヒーターが大変明るく光ることがあります.これは低

い温度でヒーターに電流を流すとヒーターの内部抵抗が小さくなっているために大きな電流が流れるためヒー

ターが通常よりもかなり明るく光るためです,ヒーターが次第に温まってきますと温度上昇により内部抵抗が

大きくなりヒーターは一定の明るさを保つようになります,したがって電源投入直後のヒーター発光は異常で

はありません.

*使用されている電解コンデンサーは高品質のものを使用していますが,電解液の性質上長期間通電しない状態

が続きますと電解液が変質することがあります. 6ケ月に1度はご使用になっていない時でも通電されること

をお勧めします,

*電源を投入後,真空管の動作が安定するまでの間ガサガサといったノイズがでることがあります,これはトラ

ブルではありません.真空管の特性と電源投入後に動作が安定するまでに多少時間がかかります. 3～ 5分ぐ

らいで動作は安定します.音質の面からは動作が安定するまで3 05'程度のウォームアップが必要です.

*電源を投入するときは必ずフログラムソースの入り口の機器から電源を投入して最後に本アンブの電源を入れ

ます.たとえば,チューナーの電源を最初に入れ次に本アンブの電源というふうに間隔をあけて電源を入れて

ください.一方,電源を切るときは反対にます本アンフの電源を切り,次にフログラムソースの機器を切るよ

うにしてください,本機では音質劣化につながるミューティング回路を採用していませんので本アンフの電源

を最初に入れておいてブログラムソースの機器の電源を入れたり,本アンブの電源を切らずにブログラムソー

スの機器の電源を切りますと思わぬ大きなショックノイズがでることがあります.ただしこのノイズによって

スビーカーがこわれることはありません.

*真空管アンフ,特にその出力管は相当の熱がでます.本アンブの設置は空気の流れ (対流)を考えてください.

本アンブの上方には少なくとも3 0 cm程度の空間を確保してください.ジュウタンの上に直接置くことは避け

てください.熱がこもる原因となりアンブの寿命を短めることになります.電源を入れてから約40分 ぐらい

までは温度上昇が続きますがそれ以降は安定します.

*使用されているパワートランス (電源トランス)は特別に設計製作されたものです.電源は必ず1 00vを使

用してください.電源トランスは内部の絶縁材が振動して多少うなりを生ずることがありますが故障ではあり

ません.

*一般家庭用1 00V電源にはホットとコールド(大地アース側)がありACブラグをコンセントに差すときブラ

グの窄右を逆にすると音質が変化することがあります.コンセントの左石を入れ換えて音質の差がでる揚台は

音質の良い方を選んで差し込んでください.

*電源スイッチのON/OFFを繰り返さないでください.電源を切って再度入れるときは最低30秒以上待ってか

ら再投入をしてください.すぐ電源を入れますと大きな電流が流れて真空管をいためます.
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接続図

レコードブレーヤー チューナー CDブ レーヤー DVDプ レーヤー

PMコスクター ACコンセント

uiPi T               T.a.Pc       rni cりT
ACOυTLET8 1ω V Fl)181I1Hi

MDレコーダー テーブデッキ

電源コー ドの接続
本機の電源コードはインレットタイブ (差し込み方式)に

なっています.電源コードのブラグ (アンブ側)を背面の

ソケットに確実に差し込んでください,

電源コードが短く,やむをえず延長コードを使用する揚含

は本機の電源コードと同じ太さか,それ以上の電流容量の

あるコードを使用してください.

1   1

極性表示

[[1[11][1[1[1[1[1[1[11][][[1[1[1[1[[1[[1[[11][1[

極性表示

1\つ一アンブ       スヒーフ〕ージステL\

電源コー ドの極性表示と接続について
本機の電源コードには極性表示があり,接続するACコン

セントの極性と台わぜることにより音質が良くなるftj8が

あります.家庭用ACコンセントに極性表示があるffl8

(一般にアース側の差し込み口が長くなっている)電源コ

ードの白線が印刷されている方をアース側に8わせて差し

込んでください.

*背面にあるACコンセントの極性表示は電源コードの極

性に台わせてありますので,接続する装置との極性を統

一することができます.

ACコンセン トについて
チューナーやレコードフレーヤーなと,このアンブに接続

した装置の電源ブラグを差し込んでおくと便利です.

SWITCHED (容置1 00W) :  パワースイッチに連動して電

源の供給がON-OFFされます.

UNSWITCHED (台計容置250W) :  パワースイッチに関係

なく,常に電源が供給されています.

*接続する装置の消費電力の台計が,指定電力容量を越え

ると危険です、接続する前に消費電力を確認してください.

*極性表示 (白線やWマーク)のある電源コードのブラグ

を差し込む揚台は,ブラグのアース側をACコンセント

の極性表示 (白線)に台わぜて差し込んでください.
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接続 (ブログラムソースの接続)

接続上のご注意
*接 続を行なう揚台は,電源ブラグをコンセントから抜く

か,パワースイッチを押して電源を切ってから行なって

ください.

*接 続する前に,本機に接続するオーディオ機器の取汲説

明書もよくお読みください.

*左右チャンネルをよく確かめて,正しく (Lと L, 8と

R)接続してください.

*ブラグはしつかり差し込んで(ださい,不完全な接続は

雑音発生の原因になります.

レコー ドブレーヤーの接続
本機のPHONO端子はMM型などの高出力カートリッジ用

になっています.

レコードブレーヤーの出カコードをPHONO端 子に接続し

ます.出力コードの LブラグをL端子に,Rブ ラグをR端

子に接続します.

本機側の端子

INPUT

PHONO

レコードブレーヤー

フォノイコライザー内蔵型のレコードフレーヤーは,フ才

ノ(PHONO)端子に接続しないでください.

この揚台は.ONE-1 ,LINE-2端子をご利用ください.

チューナーの接続
チュープーの出力(OLffPUT)端子と本機のTUNER端子をビ

ンブラグコードで接続します.

本機側の端子

INPUT

TUNER

チューナー

OUTPυT

コンパクトデ ィスクプレーヤーの接続
コンパクトディスクブレーヤーの出力(OUTPUT)端子と本

機のCD端子をビンフラグコードで接続します.

本機側の端子

INPUT

CD

コンパクトデ ィスクブレーヤー

「 一 - コ ロ

OUTPυT

テーブデッキの接続
テーブデッキやDAT,MDレコーダーなどを接続します.

録音用の接続;テーブデッキなとの入力(LINEIN/REC)端子

と本機のTAPE REC端子をビンブラグコードで接続し

ます.

再生用の接続:テーブデッキなどの出力(LINE○UT/PLAY)

端子と本機のTAPE PLAY端子をビンフラグコードで接

続します.

本機側の端子

TAPE

LINE OUT LINE IN

IPLAYi   IRECI

MDレコーダー

テーブデッキ

*TAPE端子にDAT,MDレコーダーやHi-Fiビデオデッキ

を上記のように接続することにより, ご使用になれます.

* DAT.....デジタル・オーディオ・テーブレコーダー

* MD......ミニ・デ ィスク

* [)V[)......デジタル・バーサタイル・デ ィスク

PMコネクター

6

PM コ ネ ク タ ー に つ い て

本機は,ブリアンフとメインアンブを別々に動作できるようにPRE OUT(○UTPUT-2)端子とMAIN INPUT

端子をPMコネクターで接続してあります.したがって,この PMコネクターをはずすとブリアンブ部

とメインアンブ部の回路が切れてしまいます、他のブリアンフかメインアンフを接続する場8は引き抜

きますがそれ以外の使用の揚含は,必ず,この PMコネクターを差し込んでおいてください.



接続 (ブログラムソース/スピーカーシステムの接続)

LINE-1,LINE-2端 子の接続
LINE-1,LINE-2端子はCD端子やTUNER端子と同等の電

気的性能をもっていますのでDVDブ レーヤーやTVチュー

ナーなとの音声再生用端子としてご利用ください.ご使用

になる装置の出力(OUTPUT)端子と本機のLINE-1または,

LINE-2端子をビンブラグコードで接続します.

本機側の端子

INPυT

LINE-1

DVDブ レーヤーなとの音声再生

oum uT

ブリア ンブまたはメインアンブの接続
本機はフリ (コントロール)アンブだけの出力が取り出ぜ

るブリアンブ出力回路 (2系統)とメイン (パワー)アン

ブだけを動作させるメインアンフ入力回路 (1系統)があ

ります.

*通常ブリアンブ出力端子 (OUTPUT-2)とメインアンフ

入力端子 (INPLIT)はPMコネクターで接続されています,

本機をメインアンブとして使用する揚台はPMコネクター

を引き抜きます.

ブリアンブ出力端子には,他のメインアンブ入力を,また

メインアンブ入力端子には,他のブリアンブ出力をビンブ

ラグコードで接続します.

本機側の端子

PRE.0υT

OUTPuT・1

- ]

占 0 0 0
INPυT 「

l

パワーアンブとの接続

スピーカーシステムの接続
スビーカーシステムを接続する揚台は,正面から見て左側

に置くスビーカーシステムを L端子に,右側に置くスビー

カーシステムをR端子に接続してください.

また,スビーカー端子とスピーカーシステムは,必ず同じ

極性 (+と七 一 と一)を接続してください.左右いずれ

かの極性を間違えて接続すると,中央の音が抜けたように

なり楽器の位置がはっきりぜず,ステレオの方向感をそこ

ないますのでご注意ください.

ご注意
*ス ビーカー端子の回転部分 (ナット)は適正範囲を超え

るとはずれるようになっています.紛失しないようご注

意ください.

*スビーカーコードの芯線部分がスビーカー端子内部の金

属部分に確実に接触するように差し込み具呂を確かめて

ください.

差し込みが不完全だったり,差し込みすぎて被覆の部分

で締め付けたりするとスビーカーから音が出まぜん.

また,スビーカーコードの芯線が端子からはみだしたり

して他の端子に接触しないように注意してください.

右スビーカー スビーカー端子

sr'[Al([nc,

スビーカ

- - - コ      ■

スビーカーコードの接続

1.コードの端の被覆をむく.
2.芯線をよじる.
3.スビーカー端子をゆるめ,
コードの芯線部分差し込み
端子を締める.

①  ②   ③

スピーカーの インピーダ ンスについて
スビーカーのインビーダンスは, 8Ω以上, 16Ω以下の

ものをご使用ください.

8Ωのスビーカー (十側)は8Ω用のスビーカー端子 (+

側)へ接続します.

16Ωのスビーカー (十側)は1 6Ω用のスビーカー端子

(十側)へ接続します、

1



各部の名称 と説明

1  2 3 4 5 6 1 8 9 10
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1 ボ リュ ー ム コン トロ ー ル (VOLLIME)

スビーカーやヘッドホンの音量を調整するツマミで右にま

わすと音量が大きくなり,左にまわすと音量が小さくなり

ます.

2 ラウ ドネ ス ス イ ッチ (LOUDN ESS)

人間の聴覚は,音量が小さくなるに従って低音と高音に対

する感度が下がる性質があり,小音量時には低音と高音が

不足したやせた音に聞こえます.小音量時にこのスイッチ

を押して '゚ON"の位置にすると,低音と高音が適度1こ増強さ

れて聴感上のバランスを保ちます.

"OFF"の位置にすると,ラウドネス回路が切り離され周波

数特性がフラットになります.

3 スピ ーカ ー ス イ ッチ (SPEAKERS)

スビーカーシステムで演奏を聞くときにこのスイッチを押

して110 N 11の位置にします.

ヘッドホンを使用して演奏を聞くときは,このスイッチを

"OFF"の位置にします.

*使用するスビーカーのインビーダンスは8Ω以上のもの

を使用してください.

4 ブ レゼ ンス ス イ ッチ (PRESENCE)

トーンコントロールで低音部を補正すると,必要のない中

音部までも同時にもち上げてしまい,フラットな音響特性

が得られなくなりますが,このスイッチを押して"○N"'の位

置にすると低音のみを効果的に増強することができます.

"OFF"の位置にすると,ブレゼンス回路が切り離され周波

数特性がフラットになります.

5 トー ン セ レ ク タ ー / バ ス

(TONE SELECTOR / BASS)

低音用音質調整の上昇点と下降点の周波数を,切り換える

スイッチです.

DEFEAT.....I[S＿音のトーンコントロール回路が切り離され低

音部のみがフラットな特性になります,

250 Hz...,,低音のトーンコントロールの上昇点と下降点の

周波数が250日zになります,

500 Hz.....低音のトーンコントロールの上昇点と下降点の

周波数が500Ⅱzになります.

も )\つ 一 イン つ リ ー ター

本機に電源が入ると点灯し,動作していることを知らせま

す.電源が切れると消灯します.

7 トー ン セ レ クタ ー / トレ ブ ル

(TONE SELECTOR /TREBLE)

高音用音質調整の上昇点と下降点の周波数を,切り換える

スイッチです.

DEFEAT.....高音のトーンコントロール回路が切り離され高

音部のみがフラットな特性になります.

5 kHz-.高音の トーンコントロールの上昇点と下降点の

周波数が5 kHzになります.

2.5 kH乙....高音の トーンコントロールの上昇点と下降点の

周波数が2.5 kHzになります.

8



各部の名称と説明

8 ロー フ ィル タ ー ス イ ッチ (LOW FILT)

このスイッチを押してli O N IIの位置にすると, レコード演奏

時のブーンというモーターのゴロ音や,そのほか{ESJ の不

快な雑音を減少さぜます.

○゙F「"の位置にすると,このフィルター回路が切り離され

ます.

9 ハイ フ ィル タ ー ス イ ッチ (HIGH FILT)

このスイッチを押して '゚ON"の位置にすると,盤質の悪いレ

コードのスクラッチノイズ (シャリシャリする音)や高域

の雑音 (ラジオの揚台の蛍光灯雑音)などの比較的高い周

波数の雑音を減少させます.

"OFF"゚の位置にすると.このこのフィルター回路が切り離

されます.

1 0 パ ワー ア ン ブ レベ ル 調 整 ツマ ミ

(POWER AMP LEVEL)

本機のブリアンフとパワーアンブを切り離してパワーアン

ブとして使用するtm8のパワーアンブへの音声入カレベル

を調整するツマミです.右にまわすと音声入力レベルが大

きくなり,左にまわすと音声入力レベルが小さくなります.

通常のブリメインアンブとして使用するtW8は,ほぼ最大

(9～ 1 0) iこなるよう1こ言周整し,ポリュームコントロー

ルツマミで音量を講整します.

1 1 バ ラ ン ス コ ン トロ ー ル (BALANCE)

このツマミはステレオ演奏の揚台に,左右の音量のバラン

スを調整します.実際に音を間きながら,左右のスビーカ

ーの音量が平均するように調整してください.

1 2 ヘ ッ ドホ ン ジ ャ ック (HEAD PHONES)

リスニングルームで深夜なと大きい音が出せないときや,

モニターをする揚呂は,ヘッドホンをここに差し込んでお

間きください.ここに差し込むだけでステレオ演奏がお楽

しみになれます.

ヘッドホンのフラグをジャックに差し込んでも,

スビーカーからの音は消えません.ヘッドホンのみ

を使用するときは,スビーカースイッチを"'OFF"に

してください.

1 3 パ ワー ス イ ッチ (P○WER)

このスイッチを押すと電源が入り,パワーインジケーター

が点灯します.再び押すとパワーインジケーターが消灯し

て電源が切れます.

1 4 低音 調 整 ツ マ ミ (BASS口R)

低音部の強弱を調整するツマミで, 0 (FLAT)を中心に右に

回すと強くなり,正に回すと弱くなります,Lは左側チャ

ンネルを,Rは右側チャンネルをそれぞれ調整します.

*トーンセレクターの設定によって,調整できる低音部の

周波数が異なります.

1 5 高音 調 整 ツマ ミ (TREBLE L/R)

高音部の強弱を調整するツマミで, 0 (FLAT)を中心に石に

回すと強くなり.左に回すと弱くなります.Lは工側チャ

ンネルを,Rは右側チャンネルをそれそれ調整します.

*トーンセレクターの設定によって,調整できる高音部の

周波数が巽なります.

1 6 テー ブ モ ニ タ ー ス イ ッチ (TAPE MON

のスイッチを押して '゚ON"の位置にすると,テーブモニタ

回路になります.録音しているテーブの音を同時にこのア

ンブを通して再生することができます

テーブレコーダーで再生する揚台も,このスイッチを

テーブなどの再生が終了したらテーブモニタースイッチ

を"OFF"の位置にしてください.

ファンクションスイッチで選択したブログラムソースの

演奏ができなくなります,

1 7 モー ドス イ ッチ (MODE)

ステレオ演奏とモノラル演奏を切り換えるスイッチです。

STEREO :ステレオ故送.ステレオ録音のレコード演臭,

ステレオ録音のテーブ再生なとをお間きになる揚台は

この位置にします.

MONO:モノラル演奏をお間きになる揚台はこの位置1こ

します.

*"MON○"の位置にすると,人力信号が左側チャンネルま

たは,右側チャンネルのみでも両方のスビーカーから同

じ音が出てきます,

1 8 ファン ク シ ョン ス イ ッチ (FUNCTION)

お聞きになるブログラムソースを選択するためのスイッチ

です.

PHONO...PHON○端子に接続したレコードブレーヤーを使

用してレコードを聞くときに,この位置にセットし

ます.

TUNER...TUNER端子に接続したチューブーを使用して故

送を聞くときに,この位置にセットします.

CD...CD端子に接続したコンパクトディスクブレーヤーを

使用してコンパクトディスクを間くときに,この位

置にセットします.

LINE-1 ...LINE-1端子に接続した装置を使用するときに, こ

の位置にセットします.

LINE-2...L1NE-2端子に接続した装置を使用するときに,こ

の位置にセットします.

9



操作

演奏を始める前に
演奏を始める前に各ツマミやスイッチの位置を確認してく

カースイッチを"'ON"の位置にします

の位置に,モードスイッチはステレオの位置にします.

/ トーンセレクター/ ゝ
低音.高音調整ツマミ

1} 一 ----- ,、 1

11言1"!a゜ P
◎◎ ◎ ◎::言1

L,Σで,.,...一一,...-,一.一==.= .,:=: 二一一,-,一.、,一一,.一,Σピー..』

次の手順で操作を始めます
1, CDブ レーヤーなど本機に接続した機器の電源を入れ

ます.

2. 本機のパワースイッチを押して電源を入れます.

3～5分ぐらいで動作が安定します,

3. CDブ レーヤーなと本機に接続した機器を操作して希

望するブログラムソースを演奏します.

4. 本機のファンクションスイッチを"CD"の位置にしま

す.

5. 本機のパワーアンブレベル調整ツマミを徐々に回し

ます (ツマミを5から1 0の位置にする).

6, 本機のボリュームコントロールを徐々に回し音量を

調整します.

7. 低音,高音調整ツマミ,ラウドネススイッチ,ブレセ'

ンススイッチ,ロー/ハイフィルタースイッチを操作

して音質を調整します.

●ファンクションスイッチを切り換える揚台は,必ず本機

のボリュームコントロールを音量最小゛゚0"の位置にして

から行なってください,

●電源を切るときは,必ず本機の電源を最初に切ってから

ブログラムソースの電源を切るようにしてください.

ボリューム

コントロール

)スつ一アンブ

レベル調整ツマミ

L--J

バランスコントロール ファンクションスイッチ

スビーカー

ヌイッチ

スイッチ       スイッチ

フイルタースーrツチ\

テーブモニター

スイッチ

モード

スイッチ

O



操作

レコードの再生
1.ファンクションスイッチを"'PHONO'"の位置にします.

2,レコードブレーヤーを操作し, レコードを演奏します.

3,音置や音質なとを調整して演奏をお楽しみください.

*本機のPHONO端子はMM型などの高出カカートリッジ

用になっています.

*ローフィルタースイッチを"○Nllにするとレコード演奏

時のブーンというモーターのゴロ音や,そのほか低域の

不快な雑音を減少させることができます.

*ブーンとハム音が入る揚台は,ビンブラグの接続が不完

全な揚台がありますのでお確かめください.

ハイインビーダンス型 (30Ω か ら100Ω)のMC

カートリッジをご使用になる揚含 :

本機内部のMT9Pソケットに別売の入力トランス

(A-603S)を取り付けることにより対応しています.

レコードプレーヤー

放送の受信
1.ファンクションスイッチを 丁゚UNER"の位置にします.

2.チューブーを操作し,放送を受信します.

3.音量や音質なとを調整して放送をお楽しみください.

チューナー

0ロ ()

コンパク トデ ィス クの再生

2.コンパクトディスクブレーヤーを操作してコンパクトデ

ィスクを再生します

3,音量や音質なとを調整して演奏をお楽しみください

コンパクトディスクブし一ヤー

LINE端 子に接続した装置の再生
1.ファンクションスイッチを演奏する装置に台わせて

2.接続されている装置を操作し動作状態にします

3.音量や音質などを調整して演奏をお楽しみください

DVDブレーヤーなとの音声再生

\

l

1 1



操作

テー ブ の再 生
TAPEの PLAY端子に接続したテーブデッキ,DAT,MDま

たはビデオデッキの音声を再生するときは,次の操作をし

ます.

1.テーブモニタースイッチを ゛゚○Nllの位置にします.

2.テーブデッキなとの装置を操作して再生状態にします.

3.音量や音質なとを調整して演奏をお楽しみください.

テーブなとの再生が終了したらテーブモニタースイッチ

を ○゙FF"の位置にしてください.

ファンクションスイッチで選択したブログラムソースの

演奏ができなくなります,

MDレコーダー

テーブデッキ

づ一一」写 梨 テ

1
◎
◎
]

トー ンコン トロー ル につ いて
トーンコントロールは,スビーカーシステムやカートリ

ッジの特性,お部屋の状態による音の吸収,反刺により

変化した音質を補正したり,お好みの音質にするときに

操作します.

調整はトーンセレクターで周波数を選び 左右のバスと

トレブルの各ツマミを回して行ないます.ベースなどの

低音は,低音調整ツマミを中央より右に回すと強まり,

左に回すと弱まります.

シンバルなとの高音は高音調整ツマミを中央より右に回

すと強まり,左に回すと弱まります.

本機は低音用,高音用トーンセレクターと呈右単独で調

整できる低音,高音調整ツマミの絹み台わせで音質調整

の範囲が非常に広がり,お好みの音質が得られます.

ラウドネス ー ブレゼンス

スイッチ   スイッチ

/

◎… a〒 P間◎
◎[相]◎兜立9494,9 間◎

トーンセレクター/
低音.高音調整ツマミ

ステ レオバ ランス につ いて
ステレオバランスは,左右のスビーカーの置き方や能率

の違い,家具の配置なとによって影響を受けます.左石

のスビーカーの音置が異なり,再生音が片寄って間こえ

るfa8はバランスコントロールでステレオバランスを調

整してください.

バランスをとるには,ふだん聞いている位の音量でモー

ドスイッチを'MONO"の位置にしてブログラムソースを

演奏し,バランスコントロールを回して音声が左右のス

ビーカーの中央から聞こえるように調整します.

調整が終了したらモードスイッチを '゚STEREO"の位置に

戻します.

バランスコントロール    モードスイッチ

2



操イ乍(録音のしかた)

テーブの録音
レコー ド, CD, 放送または, LINE-1, LINE-2端 子に接続した装置のブ ログ ラムソースを TAPEの 録音(REC)端子

に接 続したテーブデ ッキ または MDレ コータ 一゙な とに録音す ることができます .

レコード,CD,または,LINE-1,LINE-2端子に接続した

装置のブログラムソースを録音するとき.

1,録音するブログラムソース(レコードや CD,LINEなと)

に応じてファンクションスイッチを切り換えます.

2.ブログラムソースの演奏をはじめます.

3.テーブデッキまたはMDレコーダーを操作して録音レ

ベルを調整し,録音を開始します.

MDレコーダーでアナログ録音をする揚台は,録音レベ

ルを調整してから録音を開始します.

*ボリューム,バランス,低音,高音調整ツマミなとのコ

ントロールを操作しても録音する信号の録音レベルや音

質は調整できません.

[ヒ1゚!苔 :1}
あなたが放送やレコード テーブまたはビデオディ

スクや市販のソフトテーブから録音したものは個人

として楽しむほかは,著作権法上,著作者に無断で

使用することはできません.

ブログラムソース

コンパクトディスクブレーヤー
レコードブレーヤ

チューナー DVDプレーヤーなとの音声再生

テーブデッキ
MDレコーダー

00 =         ミ [エゴコ

ブリアンプまたはメインアンブの使い方
本機はブリ (コントロール)アンブだけの出力が取り出ぜ

るブリアンブ出力回路 (2系統)とメイン (パワー)アン

ブだげを動作させるメインアンブ入力回路 (1系統)があ

ります.

*通常ブリアンブ出力端子 (OUTPUT-2)とメインアンフ

入力端子 (INPUT)はPMコネクターで接続されています.

PMコネクター

本機をブリアンブとして使用する 本機をパワーアンブとして使用する

1±;“;量4:.
本機 AU-1 11 プリアンプと接続

0 0 0 0

0 0 0 0

本機 AU-1 11

本 機 を ブ リア ン ブ とし て 使 用 す る揚

合
ブリアンブ出力端子には,他のメインアン

ブ入力を接続します,音量や音質の調整は

本機側のツマミで行なってください.

本機 を メ イ ン ア ンブ と して 使 用 す る

揚 合

PMコネクターを引き抜いてメインアンブ人

力端子に,他のブリアンブ出力を接続して

ください.

この揚含,ブレゼンススイッチとヘッドホ

ンジャック以外のスイッチとツマミは働き

まぜんから音量,音質の調整は他のブリア

ンブで行なってください.

*メインアンブでの使用以外は必ず,この

PMコネクターを差し込んでおいてくだ

◎・6望Q拓・◎1
さい.

パワーアンブと接続

「 一 --

6  e)O e)
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参考資料

スピーカーコー ドの接続

市阪のスビーカーコード接続金具 (バナナ型)を使用した

-例として

1. 金具の外側のリングをはずし,内側のリングのネジ

2本をゆるめます.

2. コードの端の被覆をむき,芯線をよじる,外側のリン

グをはじめに通し,内側のリングにコードの芯線部分

を差し込みネジ2本を締めます.

3, 外側のリングをかるく締めます.スビーカー端子に差

し込み,さらに外側のリングを締めます.金具の先端

が開きスビーカー端子にロツクされます.

市販キャスターの取り付け

内側のリング外側のリング

スビーカー端子

市販のトラック型キャスター (2個)を本機底板後部の脚

と交換すると,セッティングが容易に行なえます,

トラック型キャスター参考型番

ナイロン車 : No.420-G-N25-1

ナイロン車

交換のしかた

1. 本機後部の脚 (2個)を取ります.

2, トラック型キャスターをネジで取り付けます.

*ネジはセット内部に3mm以上突き出さないこと.

*セッティングの際は衝撃を与えたり,落下しないよう

ご注意ください.

在降車 ぺ
品香 型香

許容荷重

(k90

自重

(9)
コー ドNo.

:′:1.=“゚隘42図愕詞 1:=:唱61;1.″・:.・″乾:i'J:,I.F'

2 No.420-G-N32-2 18 40 9714

3 No.420-G-N3小3 28 70 9715

寸法表 (ナイロン車)

品番 D E
F

(旋回半径)
G H J L1 L2 P1 P2 W

φム ,,.9:.1・:・,陽鴎′::′φ.惺1,!滞.:.:1:l,la'I:.=..== ゜゙゚ 1[゚.や::,′1::らう.,;1嚇 .゚1 1i'iA:(

2 φ32 11 R28 φ4.2 42 1,6 32 38 24 30 14

3 φ38 13 R32 φ5.3 50 P.8138 46 28 36 16

背面側

AU-1 11前面側

キャスター

(3x6mm)

キャスター

14



仕様

パワーアンブ部

定格出力 (20 HZ～20 k円z,両チャンネル同時動作)

8Ω116Ω............................40 W+ 40 W

実用最大出力 (両チャンネル同時動作)

8Ω.16Ω............................45 W+ 45 W

全高調波歪率

定格出力時 (8Ω)................0.8%以下

1 /2定 格出力時 (8Ω) .........0.25%以下

混変調歪率 (60 HZ:7,000 HZ= 4:1 ,SMPTE法)

8Ω....................,........0.8%以下

ダンビングファクター (1 k臼z)

.15(8Ω)

周波数特性 (1W)

.10Hz～50 kHẑ 1dB

入力感度/人カインビーダ ンス (i khz)

.2.5 V / 150 kΩ

SN比 (Aネ ットワーク, ショー トサーキット)

.110dB以上

.0.5 mV (6～8Ω 端 子)残留雑音

ヘッドホン端子出力

.160mW/33Ω

スビーカー出力端子負荷インビーダ ンス

.6Ω～16Ω

ブリアンブ部

入力感度/入力インビーダ ンス (1 kHZ)

P日ONO(MM)......................4.0 mV / 100kΩ

PHONO(MCⅢGH) A-603S使 用時

...250 4V / 30 ～1 00Ω

P口○NO(MM).............,........4.0 mV / 100 kΩ

TUNER................................250 mV / 300 kΩ

LINE-1, 2.............................250 mV / 300 kΩ

CD... .... ....................... ...250 mV/300 kΩ

TAPE PLAY..........................250 mV / 300 kΩ

出力電圧 (i kHz)

REC○UT............................250 mV

PRE OUT.............................2.1 V

チャンネルセパレーション (1 kHZ)

PH○NO(MM) ......................55 dB

TUNER ....................、.....60 dB

LINE-1 , 2 .............................60 dB

CD......... ............................60 dB

TAPEPい Y..........................60 dB

トーンコン トロール

BASS(fo=250Hz)..............+14dB,-13dB(50Hz)

BASS(fo=500日z)..............+17dB,-17dB(50Hz)

TREBLE (fo=2.5 kHz).........+10 dB, -10 dB (10 kHz)

TREBLE(fo=5kHz)............+6.5dB,-6.5dB(10kHz)

フイルター

ハイ(fo=6 kHz)..................-27 dB (20 kHz)

ロー (fo= 70 Hz)..................-25 dB (20 Hz)

ラウ ドネス (ボリ]一ム :-30 dB時)

.+10dB(50Hz)

ブレゼンス (fo= 125 Hz)

.+5dB(10kHz)

.+7.5 dB (20 Hz)

その他

電源電圧......... .... ..... .............AC100V

電源周波数......... .... ..... .........50 Hz / 60 Hz

定格消費電力 (電気用品取締法)

...210 W

寸法 (含む脚,ツマミ,端子).......幅 460 mm

.高さ197 mm

.奥行き 433 mm

標準質量 (重量).,...,.,..9... .,.. . .. ... . .26.・O kg (本体のみ)

使用真空管
1訊 X7...

6AQ8..............

12BH7A..

6L6GC....

6

 
1

 
2

 
4

付属品

電源コー ド..................,..,.............、.,......,.,.....,...9 、.. .. .. ...,, . 1

取扱説明重..........,..............,........................,.,,........1

回路図..,..,9... . . ... . .. .. ... .. ... ... . . ., .. .. .. ... . ., ... .. .... . .., .. ... .. .... 1

*本 機の意匠および仕様の一部は,改良のため予告なく

変更することがあります.

お手入れの しかた

本体(ボンネットやパネル面)が汚れた揚台は,柔らかい市でからr5<きしてください.

シンナーやベンジン,アルコールなとは表面を傷めますので使用しないでください.
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トフ ブルと修理依頼

サー ビ ス の 依 頼 を す る 前 に

アンブの故障と忠われる症状の中には,使い方や他の装置が原因の揚含があります.

サービスの依頼をする前に,もう一度この取汲説明書をよくお読みになり,接続と操作を確かめてください.

症状 原因 処理

●パワースイッチを押しても電源

が入らない.

電源コードがコンセントにしっかり差

し込まれていない.

差し込み直してください.

●両方または片方のスビーカーか

ら音が出ない.

●再生音が不自然で音像が定位し

ない.

スビーカーコードの接続が不完全. スビーカーコードを接続し直してくだ

さい.

スビーカーの極性 (+,-)力τ8ってい

ない.

極性を呂わせて接続し直してください.

アフター サ ー ビ ス につ いて
保証書 :この製品には保証書が添付されています.

「お買い上げ店の捺印,購入年月日」なとの記入及び記

載内容をお確かめのうえ,大切に保存してください.

所定事項が記人されていない揚合や紛失した揚8は保証期

間中でも保証が無効となる揚8があります.

保証期間;この製品はお買い上げの日から2年間でず.

(真空管は踪きます.)

正常な使用状態でこの期間内に万一故障を生じた場8

は,保証書に記載されている内容に基づき,修理いたし

ます.

保証期間経過後の修理 :当社消費者相談窓口またはお買い

上げの販売店にご相談ください,修理によって機能が維

持できる揚台は,お客様のご要望により有籾修理いたし

ます.

この製品の補修用性能部品*1の最低保有期間は,製造

打ち切り後 8年 *2でず.

*1 :補修用性能部品とは,この製品の機能を維持するた

めに心要な部品です.

*2 :この期間は,通商産業省の指導によるものです.

サ ー ビ ス の 依 頼

確認(対策)しても正常に戻らず,アンフの故障と考え

られる揚台は電源フラグをコンセントから抜き,お買

い上げになった販売店または最寄りの当社サービス窓

口に次の事項をご連絡ください.

(購入して2年以内の場8は,保証書を提示してくださ

●お名前,住所 連絡先電話番号

●型名,,.....真空管ステレオブリメインアンブ

AU-111 vintage 1999

●故障の内容,.....できるだけ詳しくお知らせください.

●お買い上げ年月日,.、.、.○年○月○日

ご注意
*改造,分解後の修理は,お引受けできない揚占もあり

ます.

*配線の改造や故意,または不注意による揚8の保証は

保証期間内であっても有料になる場台があります.

山水電気株式会社 AU-1 11 (J)

〒222-0033神 奈川県横浜市港北区新横浜 2-14-2三 誠 ビル 3F Printed in Japan (○9SACR1)<19098600>


